
広報

人工草スキーやバターゴルフ¥忍者とりで

などの遊具施設を備えだファミリー施設「琴

平ス力イパーク」ガ誕生。子供から大人まで

憩いの公園として人気を集めそうです。

美しい自然を生かしだ同パクは、南北に

伸びる市街地や湾に浮かぶ長崎空港を眼下に

見ながら¥対岸には西彼杵半島、後方には多

良連峰がそびえる絶勝地。ひとときのやすら

ぎを与えます。

自然を満喫しながら、おもいっきり楽しん

でください。

※関連記事は2~3ぺ一三;1こ掲載しています。

平成4~6月号
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広報おおむら平成 4年 6月号

市
が
整
備
し
て
い
た
琴
平
ス
カ

イ
パ

1
ク
が
完
成
。
5
月
3
日
オ

ー
プ
ン
、

5
日
ま
で
無
料
開
放
さ

れ
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

同
パ

l
ク
は
、
家
族
な
ど
に
憩

い
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
、
昭
和

白
年
度
よ
り
、
市
街
地
が

一
望
で

き
る
丘
陵
地
・
琴
平
岳
展
望
所
周

辺
を
造
成
・
改
修
し
て
い
た
も
の

で
、
総
工
費
は
約
3
億
5
千
万
円

で
す
。施
設
は
、
約
刊
訂
の
人
工
草
ス

キ
ー
や
9
ホ
i
ル
あ
る
パ
タ
i
ゴ

ル
フ
そ
し
て
、
日
本
宝
く
じ
助
成

を
受
け
た
コ
ン
ピ
、
不
i
シ
ョ
ン
遊

具
(
忍
者
と
り
で
)
、
軽
食
が
で

き
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

3
日
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
松
本
市
長
が
「
待
望
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
施
設
が
や
っ
と
実
現
し

た
。
今
後
は
、
家
族
連
れ
な
ど
で

末
長
く
楽
し
ん
で
は
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
市
長
、
議
長
ら
に
よ
る

テ
!
プ
カ
ッ
ト
、

琴
平
ス
カ
イ
パ

ー
ク
の
名
付
け
親

・
里
脇
智
子
さ

ん
ら
に
よ
る
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
る
と
、
待
ち
か
ね
た
来
回国者
が

ド
ッ
と
繰
り
出
し
、
人
工
草
ス
キ

I
、
パ
タ
l
ゴ
ル
フ
、
忍
者
と
り

で
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
大
村
部
隊

音
楽
隊
の
演
奏
、
丸
太
切
り
競
争
、

タ
イ
ヤ
引
き
上
げ
競
争
、
魚
子
づ

か
み
競
争
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

家
族
で
楽
し
め
る
琴
平
ス
カ
イ

パ
!
ク
。

3
日
間
の
入
国
者
は
約

2
万
人
で
、
今
後
ま
す
ま
す
人
気

を
集
め
そ
う
で
す
。

ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

施
設
使
用
料
は
、
人
工
草
ス
キ

ー
が
1
時
間
引
川
0
円
、
パ
タ
l

ゴ
ル
フ

(
1
ラ
ウ
ン
ド
)
は
大
人

4
0
0
円
、
中
学
生
以
下
2
0
0

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パターゴルフ
大人も子供も楽しめるパタ ゴルフ。 9ホールあ
りますが、なかなかどうして、難関も多く簡単には

力ツプに入ってくれません。

人工掌スキー
や70f!0t;の章スキ
守ゐっており へ少ア乃ーフ、方、

苛ZT誌17PL

オ
ー
プ
ン
し
た
5
月
3
日
は

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

- 2-

Vうまく切れるかな!?
タイムを競う丸太切り競争には、

小・中学生の男女約50人が参加。

ノコ使いの上手な子、苦手な子も

必死に挑戦しました。

吃)でも¥大村湾を見下ろし¥自然の中で家族で楽し

めるゴルフは最高です。

h
p
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
ち
ょ
っ
と
一
恵
」
と
い
う
と

き
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
く
つ
ろ
い

で
く
だ
さ
い
。

異常唱拐さ
でには、忠弘つり橋、三

去五回:ソプ

初日は約T万人が来園
開関式は、五月晴れの下てや行わ

れ、テープカット、 くす玉割 りな
どでし、よいよオープン。 この日の

来園者は約 1万人。 3日間で約 2
万人の方が訪れましたα

A
応
援
に
や
っ
て
来
た
親
和
銀
行
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、

子

供
た
ち
の
人
気
の
的
。

。，o 

それ引けヨイショ/ヨイシヨ/
楽なようでなかなか引き上げられな

いタイヤ引き上げ‘競争。小・中学生の

男女約50人が参加しました。

スラローム/¥ー

忍者とりで全景

い
合
わ
せ
は
、
商
工
観

宮
⑧
4
6
4
1
)
へ

琴
平
ス
カ
イ
バ

I
ク
に
つ
い
て
の
お
問

光
課
ま
た
は
、
琴
平
ス
カ
イ
バ

I
ク

(

- 3 
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二記念式典二

内容 O市政功労者表彰

Oボランティア福祉都市宣言

。記念映画「浪漫派街宣言」

二前夜祭二

市制施行50周年を記念する式典の
前夜祭として¥各種文化活動を推進

している団体ガ出演します。

出演団体

民俗芸能・・-黒丸踊保寄会

民 踊…民踊連合会

日 舞...五ふじ会(藤間流五社中〉

音 楽…大村グリーンコーラス
大村音楽岡野会(バンド)

ダンス…フィーリンクアートバレエ
リズム劇・・・星美幼稚園

フィーリングアートバレエ

民踊

日舞

黒丸踊り

毘8闘 @ 

旨3寵 市
興窃 制
6 6 施月月
5 4 行
骨呂 偏田

50 
午前 午後
周10 7 

時時 年¥〆

大村市
記
念

民
式4Z白玄骨

館 典

NHKのど自慢 j

1 6月 14 自(目1) 1?nn.a~vn  Ilft切明開演
干爾JJ時開場)

J公開生放送
lお昼午後12時15分~
J ところ

大村市民会館

ゲスト

角川博

j jil中美幸

4 
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れ
ん
げ
ま
つ
り
で

a司也
-1iIi想~

大上戸橋公園が完成

県
お
よ
び
市
が
進
め
て
い
た
、
水
主
町
田
大
上
戸
橋

周
辺
の
河
畔
公
園
整
備
が
完
成
し

4
月

η目
、
現
地
で

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
再
発
見

整
摘
さ
れ
た
河
川
敷
で
は
訪

れ
た
軒
端
保
育
刷
や
三
雄
保
背
所

の
閲
児
た
ち
が
、
出
々
と
品
作
、
錦

鯉
を
な
が
め
な
が
ら
、
ひ
と
と
き

合
媒
し
み
ま
し
た
。

今
凶
町
拍
備
の
ほ
か
m
t
絞
ま

τ

に
、
本
鉄
川
崎
か
ら
金
丸
暗
付
近

の
並
備
が
前
ん
で
t
ま

す

が

姐

さ
れ
た
ぽ
聞
の
鴨
師
も
、
随
時
行

わ
れ
ま
す
.

出
tc
市
は
河
川
院
佐
じ
カ
カ

る
地
埴
住
民
の
強
い
裳
盟
も
あ
り

昭
和
田
年
度
よ
り
「
桜
街
道

J
』

L

の
盟
e

県
師
事
量
」

'bLL
て

大
上
戸
川
出
辺
(
上
棟
は
国
三
埴

町
か
ら
ド
崎
町
水
主
町

i
1固
ま

で
}
的
1
5
0
0
U
間
の
河
川
敷
、

遊
歩
道
‘
ベ
ン
チ
案
内
桓
花
木

の
植
肱
な
E
の
揖
耐
を
且
め
て
L

ま
す
が
‘
A
O
，
向
完
成
し
た
の
は

大
上
一一ド
惜
刷
辺
の
格
闘
で
す
.

式
に
は
松
本
市
民
を
は
じ
め

山

・
市
の
聞
係
者
‘
跡
鯉
'v
守
る

会

水

主

町

・
辻
凹
両
町
内
会
な

E
約
叩
人
が
出
席
。
神
事
の
あ
と

松
本
市
長
が
、
大
上
戸
崎
公
団
」

と
命
名
し
ま
し
た
.

大

村
市
長

松

本

崇

輔
の
風
が
き
わ
や
か
に
肱
〈
S

M
の
連
体
制
払
は
久
し
ぶ
り
に
、

わ
が
品
る
さ
と
の
且
し
き
と
人
々

の
市
れ
あ
い
の
嵐
か
さ
を
お
色
い

勺
き
り
体
闘
し
た
.

5
H
2
日

日
本
晴
れ
の
朝
だ

っ
た
.
フ
ル
ー
ツ
の
m「
師
証
で

軍
l
回
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
』
が
蝶

F

大
に
剛
惜
さ
れ
た
.
ニ
れ
は
い
わ

印
ぱ
ム
ラ
お
こ
し
の

一
環
で
あ
る
-

H

地
岨
の
栄
樹
間
韮
民
家
の
若
者
た

帽
ち
が
知
恵
を
し
ぼ
り
的
3
万
耐

同
の
れ
ん
げ
畑
を
無
料
で
開
欣
L
、

恥
イ
チ
ゴ
持
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

叫
を
は
じ
め
地
元
農
産
物
の
即
売
会

加
な
E
が
〈
り
広
げ
ら
れ
た
.

山

且
も
子

E
ら
の
こ
ろ
よ
〈
れ

叫
ん
げ
畑
で
わ
ん
ば
〈
ぷ
り
令
尭
臨

帽
し
、
友
だ
ち
ょ
埴
つ

よ
ろ
が
A

った

叫
り
し

τ串
し
ん
だ
也
'柏市
が
あ
る
.

恥
れ
ん
げ
の
じ
@
う
た
ん
の
中
で
は

崎
市
内
外
か
ら
や

3
Lき
た
貌
子
づ

刷
れ
が
花
冠
を
編
ん
だ
り
、
ポ
ー
ズ

中
を
k
り
な
が
ら
シ
ヤ

グ
タ
ー
を
押

目
し
合
っ
た
り
近
〈
の
酬
で
は

中
汗
だ
〈
で
ジ
守
ガ
イ
そ
を
梱
る
ご

叫
夫
崎
町
姿
色
見
ら
れ
た
.
や
は
り

相
人
間
は
、
自
黙
の
ふ
と
ニ
ろ
の
中

崎
で・
』そ
は
つ
ら
つ
色
伝
る
も
の
だ

f
 

と
感
じ
た
.

体
産
物
で
あ
る
泉
家
町
方
と
市

句
者
で
あ
る
叩
A

宮
町
人
た
ち
之
が

ふ
れ
あ
L
全
裸
め
る
ル
ゆ
か
‘
カ
ナ

ダ
カ
ら
米
自
し
た
ジ
ム

・
グ
リ
ー

ン
ウ
y
ド
き
ん
の
出
一
奏
す
る
パ
グ

パ
イ
プ
の
脅
到
に
合
わ
せ
聞
の

ぼ
り
が
空
間
〈
舞
い
上
り
ま
つ

り
ム
ー
ド
が

一
段目
ζ

高
ま
っ
た
.

ま
た
、
必
品
川
の
お
母
さ
ん
画
伯

dv
柑
噂
す
る
「
れ
ん
げ
草
』
水
車

画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
私
a
b
参
加

し
叩
数
年
ぷ
り
で
結
晶
で
を
と
っ

た
が
.
障
の
少
女
か
ら
「
上
手
か

ね』

と
ほ
め
ら
れ
る
と
、
自
分
で

は
不
満
足
な
が
ら
も
や
は
り
時
し

〈
仕
る
.
ょ
こ
で

は

子

E
む
た

ち
も
本
当
に
生
き
生
き
左
し
て
、

眠
が
輝
い
て
い
た
.
い
ま
車
り
民

し
た
い
臼
棉
と
の
会
陪
、
人
間
同

志
の
ふ
れ
あ
L
.

聾
闘
は
、
肝
岳
の
腕
高
ま
つ
り

で
わ
き
.
持
山田
久
し
か
勺
た
牢
平

ス
カ
イ
バ
1
タ
a
b
オ
ー
プ
ン
し
.

1
万
人
も
の
人
々
が
自
掛
川の
小
で

の
遊
び
ゐ
琶
湖
明
し
た
.

制

大
村
の
財
産
は
.
こ
の
述
体
で
叫

a
b
う
一
度
見
征
さ
れ
た
.

駒

大河
上 川

戸敷
嬬空
A 掛A 管

圃j圭

4な
/t: 
17'" 

水面
五 さ
町 れ
2島
I抗
旦主
な ・・ ‘ 
つ G>"
た - ~ ~ 

d胸

同
大上戸川には錦鍵がj蝕
涜され、地犠住民の蛾い

""喝となっています.

1 

J 

糾
す
肱
で

間
出

み

川
崎
町
四
か

E
.
日
出

R
U
引

U

食休みでない土曜白〔第1 第3)は、
12時30分まで業務在行っていま亨。
皆様のご理解とご協力をお商!いすると

ともに、お間違いのなレようにお願いし

ます。

久原2 r すLま-
入方栄の合ら3 官

馬33 ら9 
勲

大村mfJtPnの'.:tlllm，庁
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4‘ 
企楽しく遊んでねI(5/1大帽子供の軍〉
児壷福祉週間lこち担ゐ5月T目、松本市畏
は、光と陪の酉乳児院と岡向陽寮、大柑子棋
の軍を!!i/!l¥， C明るく、元買で扇彊ってJと、

ガん異や二輔車、バドミントンセットを層り
ましli:.o
手供の軍(組本厚生施股畏白人)では、
バドミントンのプレゼントを劃"11i:.子棋1i:.5
tJ早速ラケツドを限り挑蹴。市畏も加わり、
畢しいひとときを過ごしまし/:;0

" 

企
夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

(
4
/叩
鼎
木
パ
ス
悟
点
前
広
椙
〉

草
山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
互

4
月
叩
目
、
期
間
中
の

安
全
量
山
、
自
然
聖
麗
を
顧
っ

E
幸
良
山
県
県
本
豊

山
口
山
開
き
式
ガ
、
鼎
木
パ
ス
時
点
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
E
。

式
に
は
、
大
柑
山
岳
会
、
黒
木
町
内
会
、
壷
山
費

鐸
昔
話
ど
約
7
0
0人
ガ
替
加
。
神
事
や
テ

l
ブ
刀

V
ト
、
〈
す
玉
劃
り
担
ど
を
行
っ

E
後
、
理
掃
作
業

怠
ど
を
車
ね
E
Oヲ
良
豊
山
を
畢
し
み
ま
し
E
.

大
町
山
岳
会
の
泡
野
会
畏
は
、
「
自
分
の
足
で
白

黙
の
中
に
還
り
、
健
康
と
山
の
幸
せ
を
作
っ
て
ほ
し

い
L

と
あ
い
さ
っ
さ
れ

E
.

砂40年申曹をね曹らい曹"
(5/10商工会議所〕
40年もの置い問、立手ひ
とつで育てあげられE事婦
の皆さんの費彫式司よび、
缶子事蝿福世適合会障会が
5月10目、商工会撞所で聞
かれましE。
害回耳蝿表S彰を豊けられ
Eのd:、山融情立さんをId:
じめ刊人の旨さん。細岨旧人の会員ガ出席し、
あふれん;/.11りの室温E申で、組草市豊ガ一
人ひとりに褒・惨状と配車畠を贈り、畏年の労
をねぎらいましE。

" 4

司
少
年
野
理
大
会
成
舗

(
5
/
叩
楠
田
グ
ラ
ン
ド
)

市
円
の
小
中
学
陸
ガ
@
加
し
た
市
出
世

年
野
理
大
会
ガ
、

5
同
叩
日
行
杓
れ
、
朝

蹴
ガ
躍
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
田
は
担
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
圏
、
①
掴
ワ
ラ
ブ
②
盟
小
ク
ラ

ブ申
聖
母
あ
部
@
大
川
同
開
晋
ψ
函

4
JH 

a・Rや踊りで祝20周年
(5/1老人福祉ゼンター)

大村市輯合福祉tンターガ開館20周年を迎

え、岡館内の老人福祉セシヲ 「さくら茸J

では5月今回、式典や演葺草どの配意大室ガ

開刀れましE。
rさくらitbr;志、お年寄りのよりどころと
して、題昧の描座 (9鴎座)や入浴サービス

耳どが行われていま写。

配意式では、ワゴン車、テレビ、応盛セッ

ト考を寄留しE困崎真緊の田崎盤作社畏や、畏
年、麗座の講師を務めらnている草何描万
高以良信尾さんへの感趨状摺皇、民醗跨

聞き 叡在どの置芸大会でCぎれいまし疋。

4

司
地
煽
お
こ
し
巴
レ
ン
ゲ
ま
つ
り

(
5
/
2
1
5
弥
靭
寺
町
V

掴
草
地
区
の
地
圏
直
こ
し
の
一
環
と
し

E
「
フ
ル
ツ
の

里
掴
雇
レ
ン
ゲ
ま
つ
り
L

(

市
農
協
観
光
農
笑
顔
興
協
強

会
主
催
)
ガ
、

5
月
2
白
方
5
5
Bぎ
で
開
方

n、
巳
ぎ
わ

い
ま
し

E
。

。
ラ
ロ
ガ
初
め
て
の
開
催
で
、
約
2

5

ヘ
ワ
ヲ

l
ル
の
れ

ん
げ
聞
の
関
胆
や
イ
チ
ゴ
持
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
、
バ
ザ
ー

県
r
k
ω

コよ
J
!万
世
け
ら
れ
、
罰
れ
て
い

E
近
〈
の
保
育
思

児
ら
は
、楽
し
そ
う
巳
れ
ん
げ
姻
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し

E
.

企民生・兜量蚕買配愈大会(5112福祉セ"/Jー)

市~J50周草、民生霊員制塵75周章を配怠し
E、大柑市民生児童重員臨E基金配書式会ガ
5月12日、福祉センターで聞かれましli:.o
現在、市内では123人の民生兜童委員
の万万、地鼠社会福池のEめにご活越さnて
いま草。
式会で昌、民生蚕買甲山童相周年、岡田周年
を配車して御下賜されE、昭和天皇銅製や皇
克后陛下御取の銀信問、悶労者への聾彫、体

脹発表担どガ行杓れましE。

広報おお"ら平成4年 6内り

新
名
所、
レ
ャ
ワ
ナ
ゲ
公
園
誕
生

一6

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
非
叫
畔
野
備
事

業
と
し
て
建
設
し
て
い
た
、
市
川

内
の
ン
キ
ι

ク
ナ
ゲ
公
陥
M
V

川市
胤
L

5
川
叩
円
、
市
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
@
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
盟
備
計

画
の

一
揖
と
し
て
花
公
凶
や
河

川
を
県
捕
し
花
だ
り
で
な
〈
水

に
も
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
平

成
2
年
度
か
ら
工
事
が
拍
め
ら
れ

で
も
た
む
の
で
す
.

今
回
完
成
し
た
シ
弓
ク
ナ
ゲ
公

凶
は
、
両
楠
的
6
千
平
B
M
M

Y

ク
シ
シ
晶
、
ク
ナ
ゲ
や
河
シ
守
ク
ナ

ゲ
的
1
4
0
0
本
‘
サ
ク
ラ
‘
ツ

ツ
ジ
な
E
b植
え
込
ま
れ
て
レ
ま

す
。
ニ
の
ほ
か
、
あ
ず
ま
出
、
臼
日
間

本
の
感
じ
φ
出
し
た
挺
木
ト
イ
レ

プ一一アL
 

姐

me
 

成

t

，m引

駐
車
場
、
即
売
記
川
会
兼
ね
た
管
理

械
が
投
げ
ら
れ
て
い
ま
す
.

ま
た
本
午
度
は
河
川
議
開
鴨

描
や
河
川
ま
で
の
同
時
開
備
な
E

dv
行
わ
れ
る
予
定
で
す
.

式
に
は
松
本
市
長
舎
は
じ
め

市
山
M
m
E

先
端
地
反
聞
発
恥
興

会
川
町
内
会
長
会
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
畦
問
時
出
興
会
地
蜘
針

地
元
日
民
生
E
的
同
人
が
出
席
.

神
市
中
や
テ
!
プ
カ
ッ
ト
タ
ど
で
落

成
を
配
t
£
し
f
、

明
ず
な
が
ら
句
今
年
は
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
花
を
え
る
ニ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
米
作
十
は
、
拍
川
そ

な
E
し
い
花
が
暁
き
跨
り
、
大
村

町
斬
名
所
ー
と
し
て
人
気
を
高
め
ぞ

う
で
す
。

‘ 

怯
打
ち
の
本
仕
作
重
合
さ
れ
た
の
は
九
電
工
大

村
日
高
所
(
捌
尭
叫
所
長
)
の
四
人
の
皆
ち
ん
.
体

H
e返
七
し
て
の
必
仕
作
業
で
す
.

強
風
dr
耽
〈
と
‘
枯
肢
が
市
ち
て
他
陣
だ

f
-市

役
所
構
内
の
シ
ュ
ロ
の
木
久
市
川
作
業
車
三
日
に

よ
る
枝
打
ち
で
ス
ァ
キ
リ
。
と
な
り
也
志
し
た
.

シュロの木の枝打ち奉仕

ございましたフありがと
大
村
都
市
計
画
区
域
の
変
更

大
村
郎
市
計
画
阿
岨
炉
、

3
n

u
u刊
で
些
山
見
に
な
り
‘
砧
米
の

区
域
に
、

A
，曲
折
た
に
改
の
区
凶
唱

が
郎
市
町
画
区
埴
と
れ
怯
り
ま
し
た
。

な
お
都
市
川
画
日
屈
に
な
り

ま
す
色
建
築
醐
訟
中
間
が
必
聾

と
な
る
ほ
カ
定
組
屯
以
上
の

上
地
の
山
首
ま
た
は
問
時
行
為
を

し
よ
う
主
す
る
と
き
に
は
刷
出

巾
闘
が
必
盟

t
な
り
ま
す
.

新
た
に
都
市
計
画
巨
壇
に
含
ま

れ
た
と
ニ
ろ

出
町
雌
ヶ
出
町
上
諏
訪
町

の
各

一
部

ぶ
し
い
ニ
と
は
‘
郎
市
計
画
時

へ
お
母
ね
〈
だ
さ
い
.

闘精4L 4 を
で4きりE 

量向
宅9

lv ? z 
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犬
も
家
族
の
員

飼
う
な
ら
責
任
を
も

一

信
て
犬
や
般
し
飼
い
を

し
怠
い
で
く
だ
さ
い

-
夜
に
速
仙
の
た
め
と
犬
を
欣

す
人
が
い
ま
す
.
夜
で
も
必
ず
嗣

L
主
が
つ
い
て
人
に
惟
湾
企
加

え
た
り
し
わ
ゆ
レ
ょ
う
舵
盟
に
並
置

し
て
行
い
ま
し
ょ
フ
.

-
惜
て
犬
は
位
陣
で
不
幸
生
野

犬
舎
増
や
す
-
』
と
に
な
り
ま
す
.

E
う
し
て
ら
闘
え
な
〈
な
っ
た
ら

お
犬
菅
理
所
(
縫
同
町
清
掃
セ

〆
タ

1
a
}
に
持
参
す
る
か
不

削
犬
削
岨
日
に
市
役
所
!
ま
た
は

待
出
叫
岬
の
不
附
火
回
岨
柿
に
持

参
し
て
〈
だ
き
い
.

ふ
ん
は
飼
い
主
ガ

責
任
を
も
っ
て

始
末
し
ま
し
ょ
う

-
散
歩
の
i
S
F
6
E、
市
ん
を
始
末

す
る
ビ
ニ
ー
ル
舗
な
E
L
r持
っ
て

行
住
ま
し
ょ
う
.

-
排
使
の
し
つ
り
e
L
4
し
よ
う
.

(
し
つ
"
に
よ
り
排
似
の
場
所
令

き
め
さ
せ
る
令
、と
が
で
き
ま
す
}

D
 

温図康次〈ん(片町)と量犬ジョン

つ
て

迷
惑
防
広
巳

つ
と
め
ま
し
ょ
う

-
犬
舎
は
い
つ
も
情
棋
に
し
、
車

臭
仁
h

叫
含
つ
り
ま
し
ょ
う
.

-
犬
舎
の
位
置
を
考
え
£
し
ょ
一正

出
所
に
よ
っ
て
噛
き
声
は
、
隣
家

の
方
に
強
〈
ひ
び
き
ま
す
.

-
運
動
小
足
が
ス
ト
レ
ス
に
h
u
hリ‘

む
だ
吠
え
含
す
る
こ
之
が
あ
り
ま

す
.
毎
日
の
運
動
す
ヒ
れ
ず
に
行

L
ま
し
ょ
う
.

'" 
t旨

飼
い
主
の
管
理
責
任

万
一
あ
な
た
の
闘
い
犬
が
人
に

佐
官
令
加
え
た
場
合
入
村
市
犬

取
締
条
例
に
よ
る
加
盟
問
だ
け
で
な

〈、

民
法
第
7
1
8条
に
よ
る
民

事
上
の
捌
害
賠
償
の
資
恒
を

n-ヲ

守
』
色
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
人
に
げ
が
を
さ
せ
た
場

合
、
刑
必
事
件
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
.
十
分
注
意
し
て
〈

r§

‘
 

捨て犬・捨て猫は

やめて〈ださい

どうしても闘えな〈
なったらニ白箱に

捨て犬、捨て描が;1;((よってきて

い孟す.

自多少の犬 品苗をEうLてLO;Jえな
〈なった tき.また生まれた千犬、
予備の処分に凶勺tとき l.t.III役所
および島出張所にイミflJ犬凪岨結を設

置して、毎週火附日 (たどL、第5
火附IJを除()に定期回収を行って

いますので利JjJLて<t.::: l、

S
F世
相
中
の
省
さ
ん

現
況
屈
は
6
月
中

ι/・

児
旗
手
当
(
特
別
給
付
}
の
支

給
を
畳
け
て
い
る
人
は
毎
年
6

日
中
に
剖
況
耐
を
槌
出
し
な
付
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
.

ょ
の
凪
げ
は
、
受
給
者
の
前
年

分
の
所
同
や
児
童
の
獲
育
状
出
な

E
を
確
認
す
る
た
め
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
令
提
出
し
伝
い
と
6
月

以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
〈
な

り
ま
す
。

必
ず
他
出
し
て
く
ど
さ
に

8 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

不

法

無

線

局

屯
法
は
テ
レ
ピ
，
ラ
ジ
オ
ア
マ
チ
ュ
ア

M
E

腕

m
w
H
4
・
消
防
相
脇
お
よ
び
防
災
行
政
包
…

綿
な
E
‘
h

却
の
問
り
カ
b
公
共
的
信
分
野
ま
で

的
仏
〈
利
附
会
れ
て
L
az
す
.

品
近
ル
ー
ル
令
構
叫
し
た
不
法
悟
臨
川
に

よ
る
協
信
拙
帯
M
V

増
加
し
て
い
ま
す
.

屯
雄
会
公
平
に
劫
端
的
に
臨
附
で
き
る

4
フ

不
法
解
拙
局
舎

一
捕
し
ま
し
ょ
う
a

相
世
窓
口
・

唱
桔
妨
害
(
宮
0
9
6
4
3
6

8
3
6
8
6
3

テ
レ
ピ
ラ
ジ
オ
電
信
仰
省

(宮
向
4
3
2
6
3
7
8
7
3
}
・
九
州
屯
民

泊

U
行
政
相
知
所
(
宮
川
1
3
2
6
1
7
8
1
9
)

持
っ
て
く
る
も
の

・
印
瞳
児
童
手
当
現
況
届

(畳

結
中
の
人
に
は
5
月
末
ご
ろ
蝉
過

し
ま
す
}

-
兇
電
dr
他
市
町
村
に
弘
る
州
場
合

は
住
民
票
田
写
し
お
よ
び
監
聾
申

立
書
-
平
成
4
年
1
月
2
日
以
仲
に
当

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
平
成
4
年

度
(
平
成
3
年
介
)
児
童
手
当
用

所
得
証
明
・
・
(
平
成
4
年
tB
M
1

U
に
居
枯
し
て
い
た
山
町
村

τ犯
行
し
ま
す
}

拠
出
・
問
い
合
わ
せ

品
伍な
お
別
器
の
日
握

τ
符
出
山
田

所
で
型
詞
聞
の
畳
り
付
付
金
行
い
V

ま
す
.

市
日
干
ぷ
記

現況庖受付日程表

月 円 場 所

6f115日ifD ニ捕，鈴IH・宜柑IIJ¥現l所

6月161'1出 雨量松脱出張所

6 f117日刷 竹松ts叫所

6 f118日同 西大村出悦所

午前9時ー午後4昨時間
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国
民
年
金

Q
B
A

「
古
岡
齢
任
意
加
入
」

巴拘巴窃会信鴎

あなたの生命を守る

夜間の交通安全必需品

=反射器"をあっせんします=

遠くからの車のライトの光に、

えピカY.>と反射します。
子どもとお年寄り8どの交通事畝防比
Cどうぞ。

山口スミ子さんの作品

(吉町2丁目)
皆仲良 く

込強
印
歳
以
上
の
人
も
国
民
年

盆
巴
加
入
で
き
る
と
聞
き

苦
し
定
ガ

固「リ

昭
和
製
苫
月
q
白
方
ら
、
的
鼠

「
H
ピ

以
上
防
車
巴
遣
す
る
ま
で
の
問
は

仔
車
問
穴
で
き
ま
雪
。
(
『
市
齢
任
苦
加
入
』

とー
、
い
ま
す
)

-
同
様
に
な
勺
て
も
ま
だ
年
金
主
桔
の
た

め
の
仙
低
品川
時
年
数
に
足
り
な
い
人
は
剛

山
守
湘
ん
す
ま
で
納
付

L
μ
得
本
蝿
年

金
を
歪
曲
す
る

-htが
で
き
ま
す
.

-f
枯
資
柿
は
あ
A
V

て
も
叫
険
料
の
未

納
や
未
加
入
削
聞
が
あ
る
た
め
年
金
制
の

少
生
、
人
は
白
峰
に
な
る
ま
で
出
険
料

金
納
め
て
よ
り
多
〈
の
年
金
を
畳
げ
る
--

と
が
で
き
ま
す
.

自
申
し
込
み
は
印
歳
の
誕
生
日
目
陣
に
市
民

課
へ
{
印
置
が
必
要
で
す
}

持
し
〈
は
保
険

q令
』
当
令
M
M
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
いv.

反射器材の種類

-査問庄射タスキ

・ファッシ ョン性もある

夜間反射腕重量

・夜間E射テープ
盆、帽子、統つえ、ヘルメット、

雨衣、 eltiill!kIどいろいろ利用でき
ます。

申L込み ・問い合わせ

大柑市安通安全協会

(ft@鈎回大将軍察醤内)

‘ 

国
民
健
康
保
険
彼
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

わ
た
し
た
ち
は
毎
日
担
肱
で

す
こ
や
か
に
暮
ら
し
た
い
と
刷
勺

て
L
£
す
.で
も

柑
訂
や
り
が
は

あ
る
日
突
開
お
と
ず
れ
る
む
の
、

そ
ん
な
と
き
同
民
地
点
保
障
は
.

安
心
し
て
お
限
必
ち
ん
に
か
か
れ

る
よ
一フ
に
加
入
併
の
刊
さ
ん
が

ゆだ
A
か
ら
お
金
hr
山
し
あ
勺
て

医山町州
間
に
あ
て
よ
ヲ
と
い
う
助
け

選挙一日メモ

参鵬院櫨員選挙

A
『の吋
の
宜
に
参
描
院
掛
け
H
町
選

曲
ド

dv
子
定
き
れ
て
い
ま
す
.

今
川
は
お
，
踊
院
選
惨
の
し
〈
み

に
つ
L
て
説
明
し
ま
す
.

掴

員

数

2
5
2人
{
温
情
区

l
5
2人

比
例
代
表
1
0
0
人
}

佳
醐

6
年

(
3
何十
ご
と
に
半
数

令
改
選
}

立
候
補
資
格

制
拘
置
以
上

あ
い
金
目
的
色
し
て
い
ま
す
園

保
険
託
金
提
示
し
て
陸
憤
を
畳

け
る
と
か
か
っ
た
ほ
悼
般
の
7

酬
を
川
慌
が
且
担
し
ま
す
.

皆
ち
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
脱

ek引
劫
に
舵
う
た
め
、

占
人
ひ
と

り
が
畑町ぬ
に
円
以
を
つ
リ
て
正
し
十

詰山
町
b
E
E
M
A
M
る
よ
う
心
が
げ
た
い

も
の
で
す
.

無関心はイケマセン/
@
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

m道
府
叫
の
区
域
M
V
選
挙
区

t

伝
り
、
金
一
川
で
日
選
挙
阿
あ
り
ま

す
.
長
崎
山
選
学白川

f
は
{va

敏
M
V

2
人
で
あ
り
う
ち
l
入
M
V
本
年

7
月
7
Hで
任
期
禍
了
と
な
勺
て

い
ま
す
.

民
両
県
刷
献
に
は
、
怯
補
者
の
氏

名
を
官
官
t
て
控
肩
車
Lee-す
.

L 

今
時
は
、

3
月
に
か
か

っ
た
出

悼
胤
闘
を
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
I
M

は
お
訊
畦
に
お
問
い

合
わ
せ
〈

rさい
ν
.

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
品
輸

帳@
比
例
代
表
選
出
班
員
選
挙

各
政
立
の
俳
謀
役
じ
よ
り
揖
H

の
放
が
配
分
さ
れ
‘
そ
の
政
立
が

提
出
し
た
名
揮
の
上
位
の
者
カ
ら

選
出
さ
れ
ま
す
.

机
抵
抗
聞
紙
に
は
政
ハ
凡
な
E
町

名
祢
ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま

す
.
蛇
附
補
者
氏
名
合
特
〈
と
構
劫

に
ル
ゆ
り
ま
す
の
で
司
ご
出
立
〈
だ

き
も
@

投首
僚
が
融
治
容
加
へ
の
第
一
歩

avm
院
は
衆
描
院
と

t
も
に
国

政
上
E
甚
な
祉
酬
を
州
市
た
す
む
の

で
あ
り
町
ニ
れ
カ
ら
の
口
本
の
地

路
を
方
向
づ
り
る
う
え
に
お
も
て

も
民
甚
な
作
議
ぞ
有
し
ま
す
.

副
私
た
ち
桁
柵
者

一
人
一
人
が
自

覚
と
貸
住
を
持
勺て‘

唱
ゃ
に
障

し
て
は
業
楠
す
る
ニ
色
な
〈
も

れ
な
〈
措
河
市
し
ま
し
ょ
う
.
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がんば三すが

安
ゆ
し
て
乗
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
巴

ー
自
転
車
の
安
全
点
模
奉
仕

1

¥ 

木

村

隆

義

さ

ん

(
日
歳
・
桜
馬
場

2
丁
目
)

2
年
連
続
の

全
国
大
会
出
場

ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー

「
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
乗
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
初
年
程
前

か
ら
、
希
望
す
る
小
・
中
学
校
を

対
象
と
し
た
自
転
車
の
安
全
点
検

奉
仕
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
輪

車
自
転
車
商
協
同
組
合
大
村
支
部

(
会
員
初
人
)
の
皆
さ
ん
。
木
村

さ
ん
は
会
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

未
然
防
止
を
防
ぐ
た
め
、
乗
る

機
会
が
多
い
夏
休
み
前
を
中
心
に
、

5
1
6
人
の
会
員
が

1
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
て
点
検
を
行
う
そ
う
で
、

簡
単
な
修
理
は
そ
の
場
で
、
不
良

個
所
は
カ
l
ド
を
配
り
修
理
な
ど

を
促
し
て
い
る
。
点
検
さ
れ
る
自

転
車
は
、

2
0
0
0
台
以
上
に
も

「第
3
回
黒
鷲
旗
全
日
本
都
市

対
抗
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

優
勝
大
会
」
に
、
県
代
表
と
し
て

2
年
連
続
出
場
を
決
め
た
「
き
の

せ
ん
ク
ラ
ブ
」
。
土
口
岡
さ
ん
は
、
チ

ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

全
国
大
会
は
、

6
月
日
日
l
H
日

ま
で
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
学
校

の
先
輩
・
後
輩
で
構
成
、
き
の
せ

ん
ク
ラ
ブ
も
、
中
学
校
か
ら
の
監

督
で
あ
る
木
下
先
生
の
ニ
ツ
ク
、
不

l
ム
か
ら
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
み
ん
な
が
一
緒
に
集
ま
っ
て

の
練
習
が
で
き
な
く
て
」
と
、
残

念
そ
う
に
話
す
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ

広報おおむら平成4年 6月号

今里さん家族(古賀島町)

なかよし家族

右
か
ら
、
久
子
さ
ん
側
、

由
宇
子
ち
ゃ
ん
旬
、
陽

f 
¥ 

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
9
人
か
ぞ
く
て
、

い
も
う
と
は
ょ
う
ち
え
ん
、
お
と
う
と

は
2
年
生
、
わ
た
し
は
4
年
生
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
畑
し
ご
と

を
し
て
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
け
ん
こ
う
の
た
め
に
さ
ん
ぼ
に
い

き
ま
す
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
あ
み

を
し
ゅ
う
り
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、
み
ん
な
げ
ん

き
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(
朋
美
)

幸
太
郎
さ
ん
側
、
朋
美
ち
ゃ
ん
側
、
知
日
明
さ
ん
側
、

郎
く
ん
問
、
明
登
さ
ん
M

側
、
ト
モ
さ
ん
側
、
朝
子
さ
ん
側

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
坦
地
を
持
つ
大
村
は
、

1
件
に

2
・
5
台
と
い
う
自
転
車

の
保
有
率
で
持
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
駐

輪
場
や
歩
道
な
ど
に
止
め
て
あ
る

自
転
車
の
登
録
・
施
錠
状
況
な
ど

も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

盗
難
や
放
置
自
転
車
の
照
会
な
ど

に
役
立
て
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
防
犯
登
録
制
度
が
設
け
ら
れ

た
の
に
伴
い
、
新
規
登
録
制
度
の

推
進
を
呼
び
か
け
る
た
め
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
バ
イ
ク

の
安
全
運
転
指
導
や
無
保
険
バ
イ

ク
の
街
頭
指
導
な
ど
、
地
域
社
会

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
違
う
職
業
に
つ
く
社
会
人
と
し

て
の
宿
命
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
分
、
限
ら
れ
た
時
聞
を

有
効
に
使
っ
た
内
容
の
濃
い
練
習

と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

土口
同
さ
ん
は
、

4
年
生
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

筋
の
人
生
。
小
・
中
時
代
は
常
に

九
州
大
会
出
場
、
高
校
時
代
も
国

体
を
経
験
す
る
な
ど
の
実
力
派
。

他
の
メ
ン
バ
ー
も
優
る
と
も
劣
ら

な
い
実
力
の
持
ち
主
ば
か
り
。

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ボ
ー
ル

を
握
り
、
先
生
に
恩
返
し
し
た
い
」

と
、
に
こ
や
か
に
話
す
土
口
同
さ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
か
け
る
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ぜ~Iu 

こちら自由席醐醐鵬轍

毎熊さん100歳
おめでとうございます

F

策
ん

「
散
」

{
n
J
ん

h

ら
」

-
ぃ
、
‘
.

M

f

?

ふ
ぺ

'
'
'
ー
・
'
'
-
-

申
神

時
明

苧

大
の
ず
主
人
制
地

4
H
J
 

・

4
冷車

育児サークル

rざく4うんiまJ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
は
2
年
前
、

中
央
公
民
館
主
催
の
「
妊
婦
教
室
」

修
了
後
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て

発
足
。
4
か
月
1
2
歳
過
ぎ
の
子

供
と
母
親
が
会
員
で
す
。

核
家
族
化
の
中
で
若
い
母
親
は
、

悩
み
・
戸
惑
い
な
が
ら
育
児
童
日
を

頼
り
に
子
育
て
を
す
る
の
が
現
状

の
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

多
く
の
母
親
や
子
供
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
、
悩
み
不
安
を
少
し
で

も
分
け
合
お
う
と
、
毎
週
水
曜
日

楽
し
み
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
誕
生
会
、
七
夕
会
、

V
A

マ
ス
会
な
ど
を
計
画
し
、
子
型
や

毎病 i

熊院
さを
ん訪
癌れ
ヶを
D祝 1
イ福O
iすO
煎る歳
寿松に
病本な
院市つ
)長た

満 100歳を迎えられた毎熊リシさん(明

治25年 5月 2日生・鬼橋町)に 5月 1日、松

本市長は、祝状と祝金を贈り長寿をたたえま

地
主
大
明
神
(
陰
平
町
)

鈴
田
川
に
沿
っ
て
土
手
を
歩
い

て
い
る
と
、
田
ん
ぼ
の
中
に
、
ど
っ

か
り
と
す
わ
っ
て
い
る
石
の
は
こ

ら
と
、
現
在
で
は
す
で
に
破
損
し
、

ハU

~b
d
 

写
真
入
り
の
カ

l
ド
、
キ
ャ
ン
デ

ー
・
リ

1
ス
な
ど
を
手
作
り
し
ま

す
。
子
供
た
ち
は
、
広
げ
ら
れ
た

色
と
り
ど
り
の
色
紙
、
の
り
、
は

さ
み
な
ど
自
由
に
と
り
出
し
、
生

き
生
き
と
仲
間
に
は
い
り
ま
す
。

じ
ゃ
ま
し
た
り
じ
ゃ
ま
さ
れ
た
り
、

叱
っ
た
り
は
め
ら
れ
た
り
の
中
、

子
供
へ
の
接
し
方
な
ど
、
お
互
い

が
教
え
あ
い
経
験
談
が
弾
み
ま
す
。

遊
び
の
中
で
の
ル

I
ル
・
し
つ
け

な
ど
親
子
共
々
「
は
だ
」
で
感
じ

確
か
め
る
事
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
は
大
変
だ
け
ど
、
楽
し

い
と
思
う
毎
日
で
す
。
専
門
家
の

い
な
い
手
さ
や
り
の
会
で
す
が
、

親
子
で
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
に
な

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
度
遊
び
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
槻
(
宮
⑪
4
0
3
7
)

場ju 

した。

大村での 100歳到達者は、 101歳の藤

崎竹次郎さん(杭出津3丁目)に次いで 2人

となりました。

毎熊さんは、諌早の恵寿病院に現在入院中

て¥寝たきりの状態ですが、内科的には特別

な病気もないそうで、話し方などもしっかり

しておられます。

一
部
石
材
2
本
が
建
っ
て
い
る
鳥

居
が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
鈴
田
の
古
松
に
あ
っ
た

修
験
道
の
坊
・
大
乗
院
の
山
伏
に

よ
っ
て
祭
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

村
人
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
あ
る
も
の

は
、
文
政
9
年

(
1
8
2
6
)
に

立
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
鈴
田
村
の
い
わ
れ

は
、
昔
は
今
里
村
と
い
っ
て
い
ま

す
り
る

一勺

4
9

し
た
が
、
こ
の
地
主
大
明
神
の
脇

の
田
ん
ぼ
か
ら
鈴
が
掘
り
出
さ
れ

た
た
め
、
鈴
田
村
と
改
め
ら
れ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
う
レ
わ
れ
て
み
る
と
、
こ
の

は
こ
ら
の
前
に
立
っ
て
い
る
と
す

ず
し
い
鈴
の
音
が
問
、
」
え
て
く
る

よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
の
は
、
わ
た

し
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
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限りあS水資源だ均ーも
大切に{たい

二水道週間 6月4日~ア日二

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
重
大
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。

近
年
生
活
様
式
が
多
様
化
す
る

に
従
っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
村
市
で

も
第
9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い
、

施
設
の
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
よ
り
7
日
ま
で
は
全

国
水
道
週
間
で
す
。
水
道
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
、
限
り
あ

る
水
資
源
を
無
駄
な
く
大
切
に
使

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希

望
の
人
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮

@
1
1
1
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
料

怯
信
欄
窓
口
居
間
以
由
⑫
忌
剖
周
容

受
益
者
負
担
金

す下
~ 2 水
例か道
8 月イ吏
月遅用
分れ料
をで
10請
月求
15 し
日て
f寸い
)ま

※
転
居
な
ど
で
中
止
・
開
始
さ
れ

る
場
合
、
お
よ
び
井
戸
水
使
用

者
で
、
使
用
人
員
が
変
る
場
合

は
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金

今
年
度
よ
り
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

(
元
年
度
賦
課
よ
り
)

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

市
内
各
銀
行
で
、
通
帳
、
銀
行
印

お
よ
び
下
水
道
使
用
料
ま
た
は
、

受
益
者
負
担
金
の
領
収
証
を
持
参

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
第

1
期
よ
り
希
望
さ
れ
る
人
は
、

6

月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
下
水
道
業
務
課
料

金
係

お
互
い
に
人
権
守
つ

明
る
い
社
会

て

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
は
、
私
た
ち
が
平
和
に
生

き
て
い
く
う
え
で
、
最
も
大
切
な

権
利
で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守

り
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
た
い

も
の
で
す
。

隣
人
問
題
や
仲
間
は
ず
れ
、
い

じ
め
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
次

の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、
法
務

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
は
「
毎

月
第
1
木
曜
日
」
に
行
っ
て
い

ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、

れ
ま
す
。

12 

秘
密
は
守
ら

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫
(
久
原
1
丁
目

合
(
⑪

6
0
9
4
)

錦
戸
貞
子
(
木
場
1
丁
目

宮
(
⑪

0
1
9
7
)

谷
本
康
子
(
杭
出
津
2
丁
目

包
(
⑪

3
2
7
5
)

口
木
常
雇
(
原
口
町
包
(
⑪

0
8
0
7
)

文化基金へ多額の寄付

山口シマさんは4日22巴、

市役所を訪れ「文化基金J¥こ
山一ててほしいと¥側矢・ヲD

Eさんの香典返しとして羽
田を寄付されまレだo

きちり15とうございきしだG

安
全
農
業

心
が
け
て
ま
す
か

春
の
農
作
業
安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
農
作
業
を
心
掛
け
て
。

・
健
康
な
と
き
に

・
作
業
に
適
し
た
服
装
・
準
備

・
農
薬
の
取
扱
保
管
に
注
意

・
機
械
の
点
検
整
備

・
ほ
場
農
道
の
危
検
個
所
整
備

こ
れ
か
ら
農
薬
肥
料
の
散
布
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。
天
気
・
周
囲
の
状
況
に
十
分
配
慮
し

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
は
今
年
も
収
集

し
ま
す
。
不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ι 



公
園
に
残
す

ωは
/ 

、

思
い
出
、
た
げ
に
し
て

市
の
メ
イ
ン
パ

l
ク
で
あ
る
大

村
公
園
の
花
だ
よ
り
も
、
桜
か
ら

つ
つ
じ
、
ふ
じ
が
終
り
、
あ
じ
さ

い
お
よ
び
西
日
本

一
を
誇
る
花
し

よ
う
ぶ
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
市
制
施
行
印
周
年
を
迎

え
て
、
公
園
整
備
事
業
の
目
玉
で

あ
る
、
板
敷
や
「
ら
も
5
月
半
ば

に
完
成
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
花
菖
蒲
を
見
に
来
ら
れ

る
方
々
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

今
、
世
界
的
規
模
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
ゴ
ミ
の
処
理
で
す
。

大
村
公
園
も
、
花
の
最
盛
期
の

土

・
日
曜
日
に
は
数
万
人
の
見
物

客
が
来
固
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
る
ゴ

ミ
も
膨
大
な
量
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
処
理
す
る
た
め
、
翌
日
は
早

朝
か
ら
収
集
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
短
時
間
に
片
付
け
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
さ
ら
に
燃
え
る
ゴ

ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
分
別
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
処
理
に

数
日
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
大
変

困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
後
か
ら
来
因
さ
れ

る
お
客
様
に
も
大
変
迷
惑
が
か
か

広報おおむら平成 4年 6月号

っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
公
園
に
残

す
も
の
は
思
い
出
だ
け
に
し
て
、

自
分
で
持
ち
込
ん
だ
弁
当
の
空
箱
、

包
装
紙
、
ビ

ニ
ー

ル
袋
、
ジ
ュ

ー

ス
の
空
缶
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
分
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
公
園

緑
地
係

門人から2人ヘ、そして…・」

明日の親のための学級(妊婦教室)を

開きます

貴重な史料寄贈

ありがとうございました
平成 3年度に史料館へ史料のご寄贈をいただし、た

方々です。貴重な史料をありがとうございました。

(敬称略)

新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対

象にした内容です。これからお父さんになる方々の参加

を歓迎します。

主催 中央公民館 共催 環境衛生課

期間 6月3日(水J-7月10日働計8回

会場 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで、大村市中央公民館へ

(干856 幸町25~33 市 コ ミセン内 包⑪31 61)

募集人員 30人 受講料 無料

講座内容

実写真史料

・今里広記氏写夏=砂今里康子 (東京都渋谷区)

女歴史史料

-大村海軍航空廠建設資料=砂菅 慶ニ(赤佐古町)

・明治42年時事新報=砂野口ハツ(東大村1丁目)

・光脚紋入重衣=砂本川 清 (西本町)

-楠本正隆書需額一砂長奥穂積(乾馬場町)

-松尾芭蕉伝川原悠々の窃=砂川原 隆(木場 1丁目)

雲仙・普賢岳噴火災害義援金
ありがとうございました
( 5月11日現在 ・敬称略)

砂古賀島子供会二1万円

砂滋子ミュージック ・アカデミ 一一7万2千970円

砂ファミリーマー 卜大村公園前庖ー3万6千132円

砂中地区公民館利用グループ連絡協議会=10万 1千

74円

回 月日(曜日} 時間 内 伝d子~ 議 宮市

6月3日
13 : 00 -楽しい家庭づくり 社会教育主事

1 
(樹

-妊娠中の保健 保健婦

16 : 00 -映画「生命の創造」

2 
6月10日 13↓ : 00 -妊婦と歯の健康 歯科医師

休) 16 : 00 -歯のブラッシング指導 歯科衛生士

13: 00 
-お産の経過について 保健婦

3 
6月17日 -ラマーズ法・妊婦体操(実習)

(樹 -母子用品のそろえ方
16 : 00 

-産後の保健

6月24日
13 : 00 -育児について 保健婦

4 
(樹

-入浴のさせ方(実習)

16: 00 -幸せな出産プラン ・映画

18 : 30 
お父さん出番ですよ(PARTl) 保健婦

5 
6月26日 -フィノレムフォーラム「生命の創造」

幽 -入浴のさせ方の実習
20: 00 

~お父さんのために~

13: 00 
-素敵なお母さんになるために 元学校教諭

6 
7月3日 本との出会い

幽 -母乳で育てるために
16 : 00 

-乳房の手当 ・映画

7 
7月7日 18↓ : 30 お父さん出番ですよ(PART2)

学識経験者ω 20: 00 -子育て、親の役割

9 : 30 
-妊娠中の栄養の摂り方につい 栄養士

8 
7月10日 て 保健婦

幽 -調理実習(材料費実費)
13 : 00 

-仲間づくり(話 し合ぃ)

- 13 
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該
当
す
る
人

3
歳
1
日
歳

-
初
め
て
受
け
る
人
・
・
・
1
週
間
か
ら
2
週

間
の
間
隔
で
2
副
接
種
し
、
翌
年
1
回

接
種
を
行
い
ま
す
。

-
追
加
免
疫
の
人
・
・・
毎
年
1
副
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人

0
熱
が
あ
る
人
や
栄
養
障
害
の
あ
る
人

O
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
、
肝
臓
疾
患

の
人

0
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
、
」
し
た
人

O
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

日本脳炎予防接種目程表

O
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不

適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校
で
接

種
予
定
で
す
。

※
長
崎
県
は
、
こ
こ

1
1
2
年
流
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
追
加
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
な
る
べ
く
基
礎
免
疫
か
ら
や
り

直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

午後 2時-3時時間

-
般
の
人
も
予
防
接
種
を
f
・

今
年
も
日
本
脳
炎
が
流
行
す
る
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
近
年
患
者
の
発
生
が
増
え

て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
に
か
か
る
と
、
適
切
な
治
療

を
受
け
て
も
、
知
能
障
害
、
性
格
変
化
、

運
動
障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
と
い
う

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

予
防
に
は
、
予
防
接
種
が

一
番
効
果
的

で
す
。
特
に
、
お
年
寄
り
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

予
防
接
種
一
般
の
人
は
任
意
接
種
と
な

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
実
施
医
療
機
関
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

6
月
1
日
側
1
7
月
白
日
働

料

金

有

料

実
施
医
療
機
関

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、

貞
松
整

日本脳炎の予防は¥予防接種ガ最

も育効な方法ですが¥そのほかの予

防としては、下記のとおりです。

①蚊に刺されないよう注意する

環境を整備し¥蚊を駆除すること。

②過労をさけ、睡眠と休養を十分

に取る

健康を維持し¥バランスある食事

により夏パテを防ぐこと。

③日中の直射日光を避ける

外出時には¥帽子 (日ガサ〉をか

ぶること。

④特に、お年寄りは注意すること

*10月上旬ぎでは要注意

日本脳炎の予防

形
外
科
病
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
田
川

小
児
医
院
、
寺
井
医
院
、
出
口
小
児
科
医

院
、
と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
長
崎

医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
牧
山
医

院
、
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
与
那
城

医

院

、

渡

辺

医

院

(

印

音

順

)

日本脳炎の大敵

蚊掃の
発生防止に努めよう

実施場所 1副目 2回目

市 f~ 所 6月23日 6月30日

萱瀬出張所 (火) (火)

西大村コミセン
7月1日6月24日

三浦出張所
体) (水)

鈴回出張所

竹松出張所 6月25日 7月2日

福重出張所 (オサ (桐

中地区公民館 6月26日 7月3日

松原出張所 {針 (針

ま
ず
自
分
の
家
の
周
り
か
ら
始
め
、
町

内
一
斉
駆
除
で
効
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

蚊
ガ
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

-
溝
、
排
水
路
、
水
溜
り
、
墓
地
の
花
立

て
な
ど
は
常
に
き
れ
い
に
。

-
雑
草
や
や
ぶ
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を

育
効
巳
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
町
内
単
位
で
購
入
さ
れ
る
場

合
は

一
部
助
成
を
し
、
ま
た
、
煙
霧
消
毒

機
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
ま
す
。

・
詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

¥
『

コ

コ

」

訪

仏

/

⑨
一
二
種
混
合
一
制
フ
肝
リ
坦

予
防
接
種
実
施
中

14 

三
種
混
合
予
防
接
種
は
、
子
供
の
体
調

の
良
い
と
き
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
年
間

を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑧
麻
し
ん
(
は
し
か
)

予
防
接
種
実
施
中

接
種
期
限

6
月
初
日

ω

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
、

翌
年
3
月
白
日
(
7
月
・

8
月
を
除
く
)

の
期
間
実
施
し
ま
す
。

①
三
種
混
合
お
よ
び
②
麻
し
ん
予
防
接
種

は
、
い
ず
れ
も
個
別
接
種
で
す
。
指
定
さ

れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

指
定
医
院
、
接
種
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、

広
報
お
お
む
ら
5
月
号
ま
た
は
、
環
境
衛

生
課
保
健
衛
生
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま
実
施
中
f

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

対
象
者
判
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

検
診
を
受
け
ら
れ
る
人
は
除
き
ま
す
)

募
集
人
員

1
5
0
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

個

人

負

担

金

2
万
3
千
円

実
施
場
所
市
立
病
院

申
し
込
み
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係
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長
墜
さ
政
丈
夫
な
歯
か
ら
蘭
ぐ
ぎ
か
ら

ー
歯
の
衛
生
週
間

6
月
4
日
j
刊
日

l

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

「

8
0
2
0運
動
」

聞
き
慣
れ
な
い
こ

と
ば
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
剖
歳
に
な
っ
て

も
歯
が
初
本
残
っ
て
い
れ
ば
、
立
派
に
自

分
の
歯
て
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
と
い

う
意
味
で
す
。

さ
て
、
あ
な
た
が
初
歳
に
な
っ
た
と
き

ど
う
で
し
ょ
う
カ
。

こ
の
表
は
、
妊
婦
の
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
結
果
の

一
部
で
、
定
期
的
に
歯

の
検
診
を
受
け
て
い
る
人
は
5
人
の
8
・6

%
で
し
た
。
ま
た
、
歯
み
が
き
の
状
況
は

表
2
の
通
り
で
す
。

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
定
期
的
に

歯
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

白内障手術に

特殊眼鏡・コンタクトレンズの
費用を助成します

歯
科
保
健
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り

表 1.虫歯はなくても、
年に一回は検診を
受けていますか

(( ( 

「実

施

日

平

成

3
年

9
月
口
日

1
初
日
」

「
ア
ン

ケ
ー
ト
対
象
者
幻
人
、
回
答
者
同
人
」

計 率

食 目IJ 7 人 11.5% 

朝 食 後 53 86.9 

みがかない 1 l.6 

言十 (延) 61 100.0 

昼食 後 13 22.4 

みカfかない 45 77 .6 

計 58 100.0 

食 後 7 1l.7 

タ 就寝 前 51 85.0 

みがかない 2 3.3 

計(延) 60 100.0 

歯みがきはどうし

てい ますか

L 、

えL 、

計

表 2.

1J: 

し、

4月 1日以降の白内障手術に係る人工水

晶体(眼内レンズ)挿入に保険が適用され

ることになりましたが、疾病等 により人工

・水晶体の挿入手術が困難な人で一定の要件

を備えた人に、視力回復のために特殊眼鏡

または コンタク トレンズの購入に要する費

用を助成することになりました。

※平成 4年 4月 1日以降に行われた白内障

手術に係るものから適用。

次に該当する方は、助成申請を行っ てく

fごさい。

助成対象者 ・特殊眼鏡またはコンタクト

レンズを購入する日におL、て、 65歳以上で

大村市に引き続き 1年以上住所を有する人

・申請者およびその生計維持者(同居の人

に限る)が所得税非課税の人

助成額 購入に要した費用相当額 とし、

の限度額は次のとおりです。

①特殊眼鏡=1対につき

② コンタクトレンズニ 1眼につき

そ

30，000円

25，000円

福祉課福祉係

鏑ミヨ~~鵡号シティ ðJ毘富
露間告富島

申請・問い合わせ

高
齢
者
向
け

求
人
・
求
醸
の
皆
さ
ん
ヘ

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、

高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
、
老
後
の
生
活
を
明
る
く

楽
し
く
健
康
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

年
齢
に
あ
っ
た
仕
事
の
紹
介
、
あ
っ
旋
を

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
気
軽
に
ご

来
所
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
多
く
の
健
康
な
お
年
寄
り

が
働
く
職
場
を
き
が
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

事
業
者
の
方
で、

高
齢
者
に
適
す
る
仕
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
臨
時
、
パ

ー
ト
に
か
か

わ
ら
ず
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

仕
事
内
容

軽
作
業
、
雑
役
(
草
と
り
・

庭
木
の
せ
ん
定

・
掃
除
・
洗
濯

・
付
添

・

子
守
な
ど
)
、

一
般
事
務
、
留
守
番
、

倉

庫
番
、
宿
直
、
夜
警
、
集
金
、
自
動
車
運

一五
平
A
V
Y

+早

l
f

あなたの街が老人や障害 を持つ人にとっ

て、住み易し、街だと思いますか?

社会福祉協議会では誰もが住み易い街づ

くりを目指して、交通機関 ・公共施設の点

検を行うボランティア講座を聞きます。

自分の街をもう一度見つめ直す機会にぜ

ひ参加してくださし、。どなたでも参加でき

ます。

期間 6月12日(針ー 7月10日(金)まで全5回、

午前10時 -12時

申 し込み 社会福祉協議会(宮⑧ 1351)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
高
齢

者
無
料
職
業
紹
介
所
(
西
三
城
町
8
社
会

福
祉
協
議
会
内
宮
@
7
8
9
2
ま
た
は
、

宮

@
1
3
5
1
)

突
通
遺
児
の
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

保
護
者
が
交
通
事
故
が
原
因
で
死
亡
し

た
人
や
、
著
し
い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働

け
な
く
な

っ
た
家
庭
の
子
供
さ
ん
で
、
経

済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
場
合
に
学

資
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
高
校
生
と
大
学
生
で、

貸
与
さ

れ
た
学
資
は
、
卒
業
後
返
還
し
て
い
た
だ

く
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

側
交
通
遺
児
育
英
会
(
東

京
都
千
代
田
区
永
田
町
1
丁
目
日
番
お
号

宮

ω
1
3
5
8
1
1
2
2
7
1
)

子
育
て
っ
て

難
し
い
で
す
ね

ー
ご
相
談
は
い
つ
で
も

i

育
児
で
困
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の

相
談
を
お
う
け
し
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
全

な
発
育
の
た
め
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
、
直
接
、
諏
訪
保
育
園
に
行

か
れ
で
も
結
構
で
す
。

相
談
内
容

育
児

一
般

相
談
日
時
・
場
所

月
曜
日
1
土
曜
日
(
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
)

諏
訪
保
育
園
(
宮
@
4
0
7
0
)
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③
税
務
(税
務
大
学
校
学
生
)

資
格
昭
和
灯
年
4
月
2
日
1
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
い
ず
れ
も
7
月
1
日

附
i
8
日
附

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

(干

m福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
I
H
-

-
8
0
9
2
j
4
3
1
1
7
7
3
 

3
)
 

※
③
税
務
に
つ
い
て
は
、
諌
早
税

務
署
(
包
⑫
1
3
7
0
)
で
も

結
構
で
す
。

国
家
公
務
員
血
種

採

用

試

験

ー
高
等
学
校
卒
業
程
度

l

市職員採用試験

試験職種 ~ー-『， • ，験 資 格

診療放射線
診療放射線技師法による厚生大臣の

診療放射線技師免許を有する人で昭
技師

和38年 4月 2日以降に生 まれた人

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
お
よ
び
乙
種

試
験
日
時

8
月
刊
日
間
、
午
前

o
i

0
ー

ー

市内に住んでし、る人または、採用

f麦f主む ことカ主てやきる人.

1 A 

平成 4年10月 1日

6月30日ω
8月 2日(日)

所定の申込用紙(人事課にあります)

に記入のうえ応募してくださし、。

人事課人事係(宮(@4111内線272)

の条件

採用予定人員

採用予定年月日

応募期限

第一次試験

応募方法

+采用

叩
時
申
込
期
間

6
月
M
日
附
1
7
月

3
日
働
(
願
書
は
大
村
消
防
署
に

あ
り
ま
す
)

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

H
N

高
等
学
校
卒
業
程
度

l

@
凹
種
試
験

(
初
級
係
員

1
一
般

事
務
¥
電
気
、
機
械
¥
土
木
、
建

築
)
資

格

昭

和
斜
年
4
月
2
日
i
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

7
月
6
日
側
1
日
日

土受
験
案
内
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務

課

(
〒
印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
1
m
i
7
8
0
9
2
1
4
7

2
1
2
3
2
1
)
 

社
会
人
向
け

英

会

話

教

室

期
間
平
成
5
年
2
月
ま
で
、
毎

週
月
曜
・
水
曜
(
祭
日
、
夏
・
冬
・

春
休
み
期
間
中
は
除
き
ま
す
)

時
間
初
級
・
:
午
後
6
時
1
7
時、

中
級
・
・
・
午
後
7
時
1
8
時

場

所

向

陽
高
校

主
催
お
よ
び
講
師

・
チ
ャ

ッ
ド
・
デ
ュ
ポ
ン
ト
氏

・
ジ
ョ
ン

・
ア
l
ン
ト
ソ

ン
氏

受
講
料

各
出
席
日
に

1
0
0
0

円
、
(
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
)

問
い
合
わ
せ
向
陽
学
園
(
宮
②

3
2
1
0
)
 

(
書
式
図
)

詠進の期限

有効)

郵便のあて先 「干100東京都千代田

区千代田 1番 1号宮内庁」とし、封

筒に「詠進歌」と 書 き添えてください。

※詠進要領は秘書広報課広報公聴係

にあります。

い合わせ

平成5年叡会始

お題は r空」

9月30日(水)(当日消印

問

職

業
クヒ

、 二工二

郵
便
番
号
、

住

所

ふ

り

が

な

氏

名生
年
月
日

(約

μ
m

大
村
市
中
小
企
業
振
興
資
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

-16 -

市
と
長
崎
県
信
用
保
証
協
会
、

市
内
金
融
機
関
の
三
者
が
相
互
協

力
し
、
中
小
企
業
の
ニ

l
ズ
に
対

応
し
て
市
が
設
け
た
低
利
の
融
資

制
度
で
す
。

融
資
対
象
者
市
内
で
1
か
月
以

上
事
業
を
継
続
し
て
る
事
業
所
で
、

市
税
を
完
納
し
保
証
協
会
の
保
証

対
象
と
な
る
事
業
所

融
資
限
度
額

1
事
業
所
1
千
万

古
い
医
学
関
係
の

資
料
を
集
め
て
い
ま
す

大
村
市
医
師
会
で
は
、
医
師
会

史
編
さ
ん
の
た
め
の
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
。
文
書
・物
品
・い
ず
れ

Uターン希望者の方へ
企業説明会を行います

①
行
政
事
務
A
・
目
、
電
気
、
機

械
、
土
木
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、

農
業
土
木
、
林
業

資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
日
i
m

年
4
月
1
日
生
・
ま
れ
の
人

②
郵
政
事
務
A
・
B

資
格

昭
和
位
年
4
月
2
日
i
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人。

(約33cm)

円
以
内

融
資
期
間
・
運
転
資
金
5
年
以

内
・
設
備
資
金
7
年
以
内

融
資
利
率
・

・
貸
付
利
息
・
:
年
率
5
・
3
%

・
保
証
料
・
:
年
率
0
・
9
8
%

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
・
商

工
会
議
所

・
市
内
全
銀
行

・
信
用

金
庫

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い

つ
頃
の
も
の
で
も
年
代
は
問
い
ま

せ
ん
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば

係
が
お
伺
い
し
ま
す
。

連
絡
先

大
村
市
医
師
会
事
務
局

(
協
和
町
宮
@
0
1
5
1
)

日時 6月担出レ針表 1寺

場所都道府県会館(本館 6F

(東京都千代田区平河町)

対象者 高度な知識・技能を有し、

Uターンして地元企業への再就職を

希望している人、またはその家族 ・

知人など

参加企業 県下の事業所て¥高度な

技術 ・知識を有する Uターン労働者

を雇用、または雇用予定の事業所

聞い合わせ 長崎県職業安定課 (ft

0958⑫1111)または、 県東京事務所

(ft03 -3263 -4851) 



広報おおむら平成 4年 6月号

大
村
市
合
唱
祭

日
時

6
月
幻
日
側
、

場
所
市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
円

出
場
団
体
旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ
、

ロ
時
初
分

市
制
切
腐
年
記
念

昨年の合唱祭より

玖
島
・
大
村
・
西
大
村
・
桜
が
原

各
中
学
校
、
大
村
高
校
、
向
陽
高

校
、
大
村
少
年
合
唱
団
、
大
村
グ

リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ト
レ
ア
コ

ー
ラ
ス
、
ダ
・
カ

l
ポ
、
コ
ー
ル

あ
じ
さ
い
、
大
村
混
声
合
唱
団
、

玖
島
中
・
桜
が
原
中
・
郡
中
・
大

中
の

O
B
コ
ー
ラ
ス
な
ど

主
催
市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

菖
蒲
祭
り
俳
句
大
会

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
7
日
旬
、

-t 
ニ7
数

花

ω街
ス
ケ
ッ
チ
大
会

H
あ
じ
さ
い
・
花
し
よ
う
ぶ
・
白
壁
の
あ
る
絵
コ
ン
ク
ー
ル

H

大
村
公
園
の
花
し
よ
う
ぶ
・
あ

じ
さ
い
・
玖
島
城
な
ど
を
テ

l
マ

に
ス
ケ
ッ
チ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

6
月
7
日
側
、
午
前
9
時

1
午
後
2
時

(
雨
天
の
場
合
は

U
日
制
に
順
延
)

会
場
大
村
公
園
内

テ
ー
マ
「
花
と
公
園
」

対
象
幼
稚
園
児
i
小
中
学
生

画

材

自

由

集
合
場
所
大
村
公
園
内
藤
棚
広

場※
画
版
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

午
前
日
時
受
付
開
始

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

当
日
の
吟
行
句

3
句
、
正
午
締

め
切
り
、
互
選

会
費

1
、

0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
文
芸
協
会
俳
句
部

会

(

宮

@
4
2
0
0
川
崎
)

お
り
、
か
み
で

あ
そ
ほ
う

偶
数
月
の
第
3
土
曜
日
は
、
お

り
が
み
の
日
で
す
。

参
加
料
は
無
料
、
ご
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
6
月
初
日
出
、
午
後
1
時

却
分
1

3
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
ブ
レ

l
メ
ン
の
音
楽
隊
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

ス鵡ーさP患と@担感怯
的冒由尊昌国ヘ

/ 
L 

長
崎
県
新
人
発
表

演

奏

会

日
時

6
月
ロ
日
樹
、
午
後
6
時

初
分
開
演

会
場
長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ

l

レ内
容
県
内
出
身
の
新
進
音
楽
家

に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

部
門
声
楽
・
ピ
ア
ノ
・
管
楽
器
・

ギ
タ
l

入
場
料

一
般
1
、
0
0
0
円、

高
校
生
以
下
5
0
0
円

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
文
化
団
体

協
議
会
(
県
教
育
庁
文
化
課
内
包

0
9
5
8
1
2
2
1
6
0
4
9
)
 

一ケイ

ehリ
明
日
市
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
醤
会

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

よ
り
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
当
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
写
機

な
ど
を
利
用
て
き
ま
す
。

日
時

6
月
日
日
目
、
同
日

ω、

初
日

ω
視聴覚ライブラリー

市民映画会

午
後
6
時
初
分
1

9
時

定

員

初

人

受

講

料

無

料

申
込
方
法
電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(包
@
3
1
6
1
)

へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

6月13日(土)午後2時--3時
西大村コミセン入場無料

(題名〕
アンパンマン魔女の国へ
(戸二メーション10分〉

七夕ものがたり
(戸二メーション20分〉

ながさきの子うま
(人形劇27分〉

スポーツ行事の企画、運営のほか、次の

ようなご相談に応じています。

・スポーツ活動のための組織の育成。

・地域、公民館、スポーツ団体、そのはか

のスポーツ行事への協力。

・スポーツに対しての理解を深める 0

・スポーツ振興のための指導助言。

・レクリェーション活動の指導。

氏 名 住 戸斤 電話

ホオ木ミ 忠義 日泊町 ⑪0313 

一瀬一春 岩松町 ⑪2048 

中島泰二 木場 2丁目 ⑪2738 

白浜千寿子 赤佐古町 @4758 

加瀬川哲文 久原 1丁目 ⑪5771 

富j甫 j荷 久原 1丁目 @8119 

朝長 Ji巳， 水主町 2丁目 @0467 

飛口 虞 杭出津2丁目 @1497 

永田 紀彦 松並1丁目 @4763 

一瀬明則 諏訪3丁目 @3957 

坂本龍馬 諏訪 2丁目 @8201 

葉山 i羊 桜馬場 1丁目 @1261 

吉田 州男 協和町 @1120 

田添 一也 荒瀬町 @3647 

牛嶋知孝 鬼橋町 @7751 

削田征一郎 鬼橋町 @8330 

i幸山 武久 富の原 2丁目 @1434 

県系 俊則 今富町 @2354 

仙波ミツ子 松原 1丁目 @7475 

福山鳥 健吉 松原 1丁目 @7309 

体育指導委員
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楽
し
い
パ
ソ
コ
ン

入
門
講
座
受
講
生

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
・
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
入
門
か
ら
活
用

ま
で
を
学
習
す
る
初
心
者
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

期
間
6
月
お
日

ω
l
m月
6
日

ω、
週
2
回
(
火
・
金
曜
日
)
、

全
日
回

時
間

午
後
7
時
1
9
時

場
所
大
村
工
業
高
校

講
師
大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象
成
人
初
人
(
抽
選
)

大む宮市民団固
簡廊@危@@固目

異郷の地で郷土大村のためには歳の

若き命を捧げた少年。そして、少年に

寄せる母親の「歌詩」に流れる親と子

の車半・・・・ 。

※
最
後
ま
で
受
講
で
き
る
人
。
今

ま
で
受
講
し
て
い
な
い
人
。

申
込
方
法
電
話
で
社
会
教
育
課

(
宮
③
4
1
1
1
⑮
3
6
8
・
3

6
9
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
刊
日
附

抽
選
日

6
月
刊
日

ω、
午
後
6

時
初
分
、
市
コ
ミ
セ
ン

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

海
外
派
遣

農
業
研
修
生

国
際
農
業
者
交
流
協
会
が
研
修

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
地
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
!
ロ
ツ

研
修
期
間
1
1
2
年

※
詳
し
く
は
、
大
村
農
業
改
良
普

及
所
(
鬼
橋
町
宮
(⑪
8
0
1
0
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今秋10月17日公演する「花の少年鼓子・浜

田謹吾少年物語」のキャストやスタッフを募

集しています。

この機会にぜひ入団してください。

主催 大村市民劇団

主管大村ふるさと劇団「勘作座」

募集人員 キャスト 10人、スタ ッフ10人

年齢 10歳以上の男女

申込先川尻 (fi@83 1 3) 

福
祉
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
「
愛
祢
」

募
集
期
間

6
月
1
日
側

l
m
日

ω
(当
日
消
印
有
効
)

応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
年
齢
・

職
業
(
学
校
・
学
年
)
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

※
1
人
何
点
で
も
O
K
/

発
表

8
月
上
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
県
福
祉
総
務
課
ま

た
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

福祉シンボルマーク

、7

っし

fJ舎
で l1iJ
J抗手
/ 
ι、

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー

応
募
資
格
特
に
な
し
(
学
生
の

場
合
は
学
校
・
学
年
を
明
記
)

作
品
の
内
容
製
造
業
を
営
む
事

業
所
の
方
へ
工
業
統
計
調
査
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
協
力
が
得
ら

れ
る
内
容
の
も
の
で
、
未
発
表
の

も
の
(
規
格
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
)

応
募
締
め
切
り

6
月
却
日
出

応
募
・
問
い
合
わ
せ
県
企
画
部

情
報
統
計
課
商
工
統
計
係

種別 住宅名 戸数 間取り 家黄(月額・円)

東諏訪 3K 23，200 
1 
久原第二 3DK 21，200 

城 3DK 25，200 
種
中 央 1 3DK 33，000 

城 1 3DK 18，200 

2 原口アパート 2 3DK 19，200 -20，500 

古賀島 3DK 22，500 

松並第一 2 3DK 23，000 

種 中 央 3DK 27，000 

久原第二 3DK 16，500 

市営住宅入居者
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申込期間 6月5日(封-12日(針

申し込み・問い合わせ 建築課

(入居資格)

(1)市内に住所または勤務場所を有する人。

(2)現に同居し、または同居しようとする親族

(婚姻の届け出をしていないが、事実上婚

姻関係と同様の人、そのほか婚約者を含む)

があること。

(3)独立の生計を営み、かっ家賃および敷金を

支払う能力のある人。

(4)現に住宅に困窮していることが明らかな人。

(5)収入制限があります。

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
設
立
叩
周
年
記
念

「
握
一
言
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

回
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
協
会
設
立
叩
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
「
提
言
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

テ
l
マ
「
幻
世
紀
に
向
か
っ
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ど
の

よ
う
に
拡
充
さ
せ
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
」
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
今
後
の
方
向
」
「
期
待
さ
れ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
運
営
」

応
募
方
法

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
日
枚
程
度

応
募
締
め
切
り
7
月
白
日
働

(
当
日
消
印
有
効
)

賞
・
全
シ
協
会
長
賞
1
人、

-
優
秀
賞
2
人
・
佳
作
若
干
名

(
賞
状
と
副
賞
)

問
い
合
わ
せ
大
村
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
5
2
2
5
)

曙
£、

/ 

せ
ん
定
の
実
技
研
修

勤務地三浦¥松原海水浴場

期間 ア月中旬~8月中旬まで約 ?か月間

募集人員男子5人

条件大学生で涼げる人

勤務内容海水浴客の監視および清掃

問い合わせ 商工観光課

，( 



広報おおむら平成 4年 6月

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

1
7
月

コ
l
ス
H
H

内

容

・

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ

入
門
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
初
級
)

・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
基
礎

(
ユ

ー
カ
ラ

a
r
t
中
級
)
・
パ
ソ
コ

ン
実
務

(
ロ
l
タ
ス

1
1
2
1
3

初
級
)

・
コ
ボ
ル
初
級
・
p
O
P

広
告
・
デ
ジ
タ
ル
回
路
・
第
2
種

電
気
工
事
士
受
験
準
備
講
習

(実

技
)

・
消
防
設
備
士
受
験
準
備
講

習

(第

4
類
)
・
旋
盤
応
用
(1
)

・
炭
酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接

(
中
板

実
技
)

・
足
場
組
立
解
体
等
作
業

主
任
者
講
習

早 申 (士)申
市 長 し 込
小崎 込 期
船技 み 問
越能 ・
町 開 間
宮 発 い
⑫ セ合
2 ン わ
3 タ せ
2 1 
3 _____ 
)諌

6
月
1
日
明
l
初
日

趣
昧
の
家
庭
園
芸
講
座

受
講
生

草
花
や
野
菜
の
育
て
方

・
礼
酸

飲
料

・
な
め
味
噌
の
作
り
方

・
樹

木
の
管
理
な
ど
家
庭
で
楽
し
む
園

芸
の
講
座
で
す
。

期
間

6
月
初
日
i
1
月
お
日

月
2
回

(土
曜
日
)、

全
日
回

時
間

午
後
1
時
初
分
1

3
時
叩

分場
所

大
村
園
芸
高
校

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご

好

意

(

敬

称

略

)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
野
田
テ
ル
(
古
賀
島
町
)

円V
児
玉
明
美

(上
諏
訪
町
)

円V
田
中
険
市
(
松
原
1
丁
目
)
3

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
朝
長
邦
寿

(
水
田
町
)
叩
万
円

V
童
謡
を
歌
う
会
l
3
万
円

5
万

5
万

V
前
田
和
義

万
円
V
鶴
田
純

一

一
封
V
井
石
勝
夫

V
矢
野
保
之

万
円
V
横
山
雪
則

(玖
島
2
丁
目
)

(
木
場
2
丁
目
)
金

(武
部
町
)
叩
万
円

(木
場
1
丁
目
)
5

(荒
瀬
町
)

3
万
円

。
一
般
寄
付

市
内
小
・
中
学
校
へ

V
大
村
市
連
合
婦
人
会
l
図
書
券

講
師

大
村
園
芸
高
校
教
諭

対
象

成
人
犯
人
(
申
込
受
付
順
)

※
初
心
者
で
全
講
義
を
受
講
で
き

る
人
。

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

(宮
③
4

1
1
1
⑮
3
6

8
・
3

6
9
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

6
月
3
日
附
l

m
日

附

:Q: 
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5
万
円
相
当

三
城
小
学
校
へ

V
三
城
小
学
校
P
T
A
有
志
1
国

旗
校
章
旗
パ
、
不
ル
6
万
円
相
当

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A
I
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ミ
ニ

ハ
ウ
ス
悶
万
円
相
当

放
虎
原
小
学
校
へ

V
古
賀
島
老
人
ク
ラ
ブ
婦
人
部
l

雑
布
清
和
国

へ

V
親
奉
会

(森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
)
理
容
奉
仕

V
大
久
保
テ
ル
子
(池
田

2
丁
目
)

ア
ン

マ
器

V
高
原
生
花
庖
H
H
生
花

V
緑
風
会

l
慰
問

大
村
混
声
合
唱
団

団
員

い
っ

し
ょ
に
歌
う
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

定
例
日

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後

7
時
ぬ
分
1

9
時
初
分

場
所

市

コ
ミ
セ
ン

会
費

月
箱
1
、
0
0
0
円

(入

会
金
1
、
5
0
0
円
)

連
絡
先

田
中
(
夜
宮
@
0
2
8
8
)

柔
道
教
室
会
員

練
習
日

毎
週
火
・
木

・
土
曜
日

時
間

午
後
6
時
初
分
1
8
時

社
会
福
祉
基
金
へ

V
古
川
文
雄
(
佐
賀
県
佐
賀
郡
大

和
町
)
初
万
円

V
老
人
ク
ラ
ブ
高
砂
会
1
5
万
2

千
9
5
7
円

各
福
祉
施
設
へ

V

「
お
お
む
ら
の
女
」
作
曲
者
・

水
谷
正
之
リ
カ
ラ
オ
ケ
テ
l
プ

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

三
彩
の
里
へ

V
大
福
会
1
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
3
3
7
C

地
区
レ

オ
ク
ラ
ブ
1
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン

フ

V
天
理
教
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
1
奉
仕

5連会場
5絡費所
浦 先
山 1 市
)柔 、武

道 O 道
協 O 館
会 O
(円
宮?
(53) ~ 
) 明

3 H  
月3 :...:. 

小
林
寺
拳
法
教
室

〈
云
昌
(

期
間

6

月

1
日
何
1
m
日

ω

場
所
・
市
武
道
館
(
月
・

水
・

金
)

・
市
児
童
体
育
館

(火

・
木
)

(
富
の
原
l

]
目
)

時
間

午
後
7
時
1
8
時

対
象

老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん

受

講

料

無

料

問
い
合
わ
せ

大
村
支
部
(
包
@

0
7
4
1
内
田
)
、
大
村
西
支
部

(宮
@
2
8
9
8
坂
口
)

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
l
慰
問

光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
美
容
室
へ
ア
メ
イ
ク
M
l
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
l
慰
問

泉
の
里
へ

V
中
山
身
語
宗
長
崎
教
区
l
慰
問

V
片
岡

一
義
(
徳
泉
川
内
町
)
野

菜V
佐
藤
要

(
植
松
3
丁
目
)

2
万

円V
下
井
誠

(黒
丸
町
)
野
菜

V
吉
田
シ
ヲ

(
大
川
田
町
)
ゆ
か

た
は
カ

V
小
川
セ
イ
(
久
原
1
丁
目
)
歩

行
器
は
か

V
中
尾
顕
吉

(今
村
町
)

5
万
円

V
前
川
園
男
(
玖
島
2
丁
目
)
た

弓
道
教
室
会
員

期
間

6
月
日
日
1
8
月
幻
日、

毎
週
火
・
金
曜
日

(
計
初
回
)

時
間

午
後
7
時
1
9
時

(午
前

9
時
初
分

1
日
時
ぬ
分
も
有
)

場
所

市
営
弓
道
場

対
象

・
定
員

一
般
男
女
初
人

参
加

費

1

、
0
0
0
円
(
資
料

代
)
※
ほ
か
に
傷
害
保
険
加
入
金
6
0

o円
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
日
日
何

申
し
込
み

直
接
市
営
弓
道
場

へ

問
い
合
わ
せ

市
弓
道
協
会

(宮

⑪
5
1
2
8
)
 

け
の
こ

V
井
石
勝
夫

(武
部
町
)

V
み
や
び
舞

1
慰
問

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
p

フ
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
p

フ

V
大
川
田
老
人
会
l
奉
仕
・
7
千

5

0
0
円

V
大
形
春
雄

(
大
川
田
町
)
タ
オ

ル
ケ
ッ
ト

V
西
大
村
老
人
会
桜
友
会
l
慰
問

V
立
正
佼
成
会
1
供
養

V
尾
崎
サ
キ
ノ

(小
路
口
町
)
3

万
円
宝
樹
苑
へ

V
民
踊
文
美
会
1
慰
問

V
浜
野
鮮
魚
庖
l
鮮
魚

叩
万
円

- 19-



康カレジター6月
6
月
は
、
市
県
民
税
(
A
l
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

安産教室 ~ラマーズ法を練習 しましょう~ 16日
乳却児健康相談萱瀬出張所 ②9: 30-11 : 00 

4日 市役所 9 : 30-11 : 00 ② 9 : 30まで (火)
⑮母子健康手帳、ズボン

伺) 一般健康相談市役所 13: 00 -16 : 00 17日 明日の親のための学級(3)
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

2日
乳鈎児健康相談松原出張所 ⑤13:30-15:00

3歳児健康診査大村保健所

(火) ⑧9 :30-10:0013:00-13:30 

18日 @昭和63年12月生まれ (63年6月-11月生まれて、

3日 明日の親のための学級け) (木) まだ受けていない人も受診してください)

(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 ⑮母子健康手帳、問診票

定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

妊婦教室(5) 中地区公民館 9 : 30-13 : 00 
4歳6か月兜健康診査5日 ⑮母子健康子帳、エプロン、みそ汁

(霊訪 成人の健康相談福祉センター 13 : 00 -15 : 00 19日 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

⑪40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定はか (金)
⑮⑮. ..12日(針と同じ

成人の健康相談福祉センタ- 13: 00 -15 : 00 

7日
当番医 ⑪@...5日幽と同じ

(日)
(内・小)琴尾医院 西三城町 ft@2056 

20日
(耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮②2003

(土)
耳とことばの相談福祉センター 13:00-15 : 00 

8日
乳鈎児健康相談竹松出張所

⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 21日 当番医
(月) (胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮@1507

⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 (日)
(整)貞松病院 東本町宮⑪1161

9日 乳幼児健康相談市コミセン 24日 明日の親のための学級(4)
(火) ⑧⑮…8日(月)と同じ

(水) 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 

10日 明日の親のための学級(2) 25日
体) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 (木)

機能訓練根気の会福祉センター 13: 30-15: 30 

11日 機能訓練根気の会大村公園 10 : 00-13 : 00 鈎児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

(木) ⑮花見(菖蒲) 26日 ⑧9 : 30-9 : 45 @平成元年12月-2年1月生まれ

(翁 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオノレ

T歳6か月児健康診査 明日の親のための学級(5)

12日 市コミセン ⑤13 : 00-13 : 30 市コミセン 18 : 30-20 : 00 

(宣言
@平成2年11月生まれ(平成2年6月-10月生まれで、

当番医
まだ受けていない人も受診してください) 28日
⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ (日)

(内)同内科医院束三城町宮@3000

(耳)海江田医院東本町宮@3329

当番医

14日 (外・旺)山道医院桜馬場 2丁目 合⑬2305 略号の説明 @.一対象 ⑧...受け付け ⑮...内容

(8) (整)松永整形外科医院西大村本町 ⑮…持ってくるもの

ft@5864 白@4300 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月

1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮

問

問

4
1
1
1

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

編
集
/
秘
書
広
報
課

20 

人口の動き

5月T日現在

言十 74.916 
(+459) 

35.805 
(+229) 

39.111 
(+230) 

23.382 
(+250) 

)内は前月比

男

女

人口

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

6お気軽にご相談ください。

月
の
定
例
相
談
日

10:00-15:00) 

9 : 30-12 : 00) 

10 : 00-15 : 00) 

10 : 00-16 : 00) 

10 : 00-15 : 00) 

13 : 00 -16 : 00) 

( 4日・木

(11日・木

(17日・水

(23日・火

(24日・水

(26日・金

人権相談

行政相談

法律相談

受通事政相談

年金相談

不動産相談
世帯数

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

6月の大村ボート(5 日 ~9 日市制施行50周年、 18 日 ~21 日、

22 日 ~23 日グランドチャンピオン場外、 26 日 ~30 日東西対抗戦)
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